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成果の特徴
• ターゲット・プロテオミクス＊を用いた、大豆機能性タンパク質のβ-コングリシ

ニンα、α'および βサブユニットを定量する分析法を開発しました。

＊安定同位体標識内部標準ペプチドと液体クロマトグラフ－三連四重極型質量分析計
（LC/MS/MS）を用いた多重反応モニタリング（MRM）法

成果の活用
本研究成果は、大豆のβ-コングリシニンの定量に利用できます。また、本定量法に適用
したターゲット・プロテオミクスは、 機能性タンパク質、アレゲンタンパク質などの食
品タンパク質の分析やゲノム編集食品のタンパク質発現量の確認などに利用できます。
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LC/MS/MS分析トリプシン消化
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青、茶、赤色のアミノ酸配列：
定量用トリプシン消化ペプチド

定量用トリプシン消化ペプチドと
同配列の安定同位体標識ペプチド
(内部標準物質)を添加

定量用トリプシン消化ペプチ
ドと安定同位体標識ペプチド
の分子量の差異を利用した
LC/MS/MSによる分別測定

分析・標準化
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